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明治29年、現在の岩手県花巻市生まれ。詩人、童話
作家、教師、科学者、宗教家など多彩な顔を持つ一方、
農民の生活向上を目指して羅須地人協会を設立。農
業技術指導、レコードコンサートの開催などの活動を行
うが、理想かなわぬまま37歳の若さで永眠。生前は、詩
集『春と修羅』、童話集『注文の多い料理店』（1924）
を残す。死後、徐々に多くの人に読まれるようになり、
現在は多くのファンに支持されています。

胡四王山のポランの広場
周辺には賢治にまつわる
ワンポイントが多数あります。

宮 沢 賢 治
み や ざ わ  け ん じ

人
間
愛
に
あ
ふ
れ
た

偉
大
な
る
先
人

ファースト・ツアー を追いかけて

1

理
想
を
追
い
求
め
た

37
年
の
生
涯

　
　 

人
で
あ
り
童
話
作
家
と
し

　
　 

て
も
知
ら
れ
、
地
質
の
調

査
に
取
り
組
み
、
教
師
や
農
業
指

導
者
と
し
て
活
動
し
た
宮
沢
賢
治
。

ひ
と
こ
と
で
は
と
て
も
言
い
表
せ
な

い
そ
の
多
面
的
な
生
涯
は
、
故
郷

の
花
巻
で
見
聞
き
し
体
験
し
た
も

の
ご
と
を
礎
に
花
開
い
た
の
で
し
た
。

　
１
８
９
６
年（
明
治
29
）８
月
、花

巻
市
の
商
家
に
生
ま
れ
た
賢
治
は
、

小
学
生
の
こ
ろ
よ
り
鉱
物
や
植
物

の
採
集
に
興
味
を
持
ち
、ま
わ
り

か
ら「
石
っこ
賢
さ
ん
」と
呼
ば
れ
る

ほ
ど
熱
中
し
ま
す
。
そ
し
て
そ
の

後
に
得
た
膨
大
な
知
識
と
培
わ
れ

た
高
い
感
受
性
、な
に
よ
り
豊
か
な

想
像
力
が「
銀
河
鉄
道
の
夜
」を
は

じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
に
結
実
し

た
の
は
、
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
１
９
２
１
年（
大
正
10
）に
は
農

学
校
教
諭
と
し
て
教
壇
に
立
ち
、

退
職
し
て
設
立
し
た
羅
須
地
人
協

会
で
は
勉
強
会
や
レ
コ
ー
ド
鑑
賞

会
を
開
催
し
、
ま
た
農
家
を
ま

わ
っ
て
肥
料
の
設
計
を
行
う
な
ど
、

農
家
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め

に
働
き
ま
し
た
。
し
か
し
無
理
が

た
た
り
病
に
倒
れ
、
１
９
３
３
年

（
昭
和
８
）９
月
、
永
眠
し
ま
す
。

　
37
歳
と
い
う
短
い
生
涯
を
駆
け

抜
け
た
賢
治
。
し
か
し
ゆ
か
り
の

風
景
は
、
今
も
花
巻
の
あ
ち
ら
こ

ら
ち
に
残
って
い
ま
す
。

雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
、
風
ニ
モ
マ
ケ
ズ…

素
朴
さ
と
力
強
さ
を
に
じ
ま
せ
た
言
葉
を
綴
り
、

一
方
で
は
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
と
い
う

幻
想
的
な
童
話
も
紡
ぎ
だ
し
た
才
人
、
宮
沢
賢
治
。

き
ら
き
ら
と
変
化
す
る
万
華
鏡
の
よ
う
に
魅
力
的
な

彼
の
作
品
の
多
く
は
、
故
郷
花
巻
の
山
や
川
、
風
土
か
ら

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
た
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

生
涯
を
か
け
、
賢
治
が
夢
描
き
追
い
求
め
た

理
想
郷
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
。

そ
の
場
所
を
、
花
巻
に
探
し
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

●宮沢賢治記念館　平成２７年4月にリニューアルオープン。
宮沢賢治の心象世界や作品世界を五分野に分類し、解説と作
品に至る創作過程、最新の研究成果などを展示紹介しています。
■℡ 0198-31-2319　■住花巻市矢沢1-1-36

●宮沢賢治童話村・賢治の学校　賢治の童話の世界をビジュアルと音響で体験出来る
アミューズメント施設。ログハウス展示施設「賢治の教室」もあります。
■℡ 0198‐31‐2211　■住花巻市高松26-19

●早池峰と賢治の展示館～猫の事務所～　宮沢賢治ゆかりの資
料を展示。展示館は旧稗貫郡役所を復元したもので、宮沢賢治の
童話「猫の事務所」のモデルともいわれています。
■℡ 0198-48-2070　■住花巻市大迫町大迫3-161

●ポランの広場（南斜・日時計花壇）　宮沢賢治記念館そばにある広場。南側斜面には、かつて花巻
温泉のために賢治が設計した南斜・日時計花壇が設計図を元に復元されています。宮沢賢治記念館
とイーハトーブ館をつなぐ所にぼたん園もあります。

資料：

詩



ゆ
か
り
の
場
所
と

山
河
に
息
づ
く
物
語

　
　 

治
の
愛
し
た
胡
四
王
山
山

　
　 

頂
付
近
に
建
つ「
宮
沢
賢
治

記
念
館
」は
、地
域
や
信
仰
、
科
学
、

農
村
な
ど
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド

で
賢
治
の
生
涯
を
紹
介
。
愛
用
の

チ
ェロ
や
自
筆
原
稿
な
ど
、
こ
こ
で

し
か
見
ら
れ
な
い
展
示
も
多
く
、

彼
の
足
跡
を
た
ど
る
に
は
欠
か
せ

な
い
施
設
で
す
。
そ
ば
に
は「
宮
沢

賢
治
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
館
」や「
宮
沢

賢
治
童
話
村
」も
あ
り
ま
す
。

　
賢
治
が
自
炊
し
な
が
ら
農
業
指

導
を
行
っ
た「
羅
須
地
人
協
会
」は
、

市
内
桜
町
に
あ
り
ま
し
た
。
今
そ

の
場
所
に
は「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」詩
碑

が
建
ち
、
9
月
21
日
の
命
日
に
は

「
賢
治
祭
」が
行
わ
れ
ま
す
。
協
会

の
建
物
は
、
現
在
の
県
立
花
巻
農

業
高
等
学
校
の
敷
地
内
に
移
築
さ

れ
て
い
ま
す
。
　

　
農
学
校
教
諭
時
代
に
生
徒
を

連
れ
て
訪
れ
た「
イ
ギ
リ
ス
海
岸
」

は
北
上
川
河
畔
に
あ
り
、
賢
治
童

話
の
原
風
景
や
作
品
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
モ
ニュメ
ン
ト
は
市
内
の
い
た
る

と
こ
ろ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
―
こ
れ
ら
の
わ
た
く
し
の
お
は

な
し
は
、
み
ん
な
林
や
野
は
ら
や

鉄
道
線
路
や
ら
で
、
虹
や
月
あ
か

り
か
ら
も
ら
って
き
た
の
で
す
。

（
童
話
集『
注
文
の
多
い
料
理
店
』

序
文
よ
り
）

　
川
に
森
、
風
の
音
。
さ
さ
や
か

な
自
然
の
な
か
に
も
、
賢
治
の
物

語
世
界
は
息
づい
て
い
ま
す
。

賢

ファースト・ツアー を追いかけて
●羅須地人協会　花巻農学校を辞した賢治が自炊、農耕生活を始めた場所。農業指導やコンサート
なども開かれました。玄関先の黒板「下ノ畑ニ居リマス」は賢治の直筆の再現です。

●賢治祭　「雨ニモマケズ」詩碑の建つ場所にて、賢治の命日である９月21日に行われます。
詩の朗読や野外劇など、さまざまな催しで偲びます。
■催 毎年9月21日

●林風舎 賢治の好きなフクロウの雑貨などの販売のほか２階には小コンサートなども
開かれる喫茶があります。
■℡ 0198-22-7010　■住 花巻市大通り１-3-4

●未来都市銀河地球鉄道壁画　日が落ちると、花巻駅北側の擁壁に宮沢賢治の「銀河鉄道の夜」を
想わせる幻想的な絵画が、高さ10m、延長80mにわたって浮かび上がります。

●イギリス海岸
賢治が命名した場所で、北上川西岸にあります。
かつて賢治はここで化石などを拾いましたが、現在
は渇水時にしか見ることができません。

賢治が羅須地人協会の黒板に書いた「下ノ畑」は
今も健在です。

3

●「雨ニモマケズ」詩碑
もともとの羅須地人協会があった場所で、現在は高村光太郎揮毫に
よる「雨ニモマケズ」詩碑が建っています。

昼間の様子

東
北
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動
車
道

東
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宮沢賢治記念館
ポランの広場

宮沢賢治童話村

イギリス海岸

宮沢賢治イーハトーブ館

林風舎

未来都市銀河
地球鉄道壁画
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花
巻
の
も
う
ひ
と
つ
の
自
慢
は
温
泉
の
多
さ
。

台
川
、豊
沢
川
沿
い
を
中
心
に

湯
宿
が
な
ら
ぶ
花
巻
温
泉
郷
、

山
峡
に
田
園
に
、
温
泉
が
湧
い
て
い
ま
す
。

長
い
歴
史
の
あ
る
秘
湯
か
ら
近
代
的
な
ホ
テ
ル
ま
で

個
性
い
ろ
い
ろ
、
泉
質
も
い
ろ
い
ろ
。

こ
れ
ぞ
、
東
北
有
数
の
温
泉
地
た
る
ゆ
え
ん
で
す
。

何
は
と
も
あ
れ
各
宿
自
慢
の
お
風
呂
へ
ど
う
ぞ
。

あ
ふ
れ
出
る
お
湯
に
、
美
し
い
自
然
。

日
本
人
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
な
ァ
―
―
。

心
の
底
か
ら
、
そ
う
思
わ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

豊沢川の最も上流にあり、宿は１軒のみ。かつて金
山があったことから源泉名は「黄金の湯」といい、
17カ所ある浴槽の中には珍しい立ち湯もあります。
自然を満喫できるたたずまいと細やかなサービスも
評判です。

新鉛温泉
〒025-0252　岩手県花巻市鉛字西鉛23
TEL.0198-25-2341
URL http://www.airinkan.com/

【結びの宿  愛隣館】
しんなまりおんせん

「藤三旅館 白猿の湯」

　
　
　
巻
の
温
泉
地
は
市
の
西
部
、

　
　
　
豊
沢
川
と
台
川
が
流
れ
出

る
山
あ
い
を
中
心
に
点
在
し
て
い

ま
す
。

　
豊
沢
川
の
上
流
に
あ
る
の
は
、

「
鉛
温
泉
」と「
新
鉛
温
泉
」。鉛
温

泉
は
６
０
０
年
ほ
ど
前
、白
猿
が
傷

を
癒
す
の
を
見
た
宿
の
ご
先
祖
が

源
泉
を
発
見
し
た
と
伝
わ
る
秘
湯

で
、来
歴
に
ち
な
む
浴
槽「
白
猿
の

湯
」は
、深
さ
約
１
·
２
５
メ
ー
ト
ル

あ
る
浴
槽
の
底
か
ら
お
湯
が
湧
い

て
い
ま
す
。木
造
３
階
建・総
ケ
ヤ

キ
造
り
の
本
館
は
、昔
な
が
ら
の
湯

宿
の
雰
囲
気
を
現
在
に
伝
え
て
い

ま
す
。宮
沢
賢
治
の
童
話「
な
め
と

こ
山
の
熊
」の
な
か
に
も
、傷
を
癒

す
湯
と
し
て
登
場
す
る
名
湯
で
す
。

　
いっ
ぽ
う
新
鉛
温
泉
は
、
こ
ん
こ

ん
と
湧
き
出
る
３
つの
源
泉
を
合
計

17
も
の
湯
船
で
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
の
が
人
気
。
豊
沢
川
の
せ
せ

ら
ぎ
を
聞
き
な
が
ら
入
る
露
天
風

呂
は
格
別
と
評
判
で
す
。

浴
衣
で
散
歩

し
た
く
な
る
�

ひ
な
び
た
風
情

花

56

宿のご先祖が白猿が湯浴みするのを見つけて
開湯したと伝わり、立って入る「白猿の湯」ほか
館内には５つのお風呂があります。宮沢賢治の
童話のほか、宿は田宮虎彦の小説「銀心中」の
舞台にもなっています。

鉛温泉
〒025-0252 岩手県花巻市鉛字中平75-1
TEL.0198-25-2311
URL http://www.namari-onsen.co.jp/

【藤三旅館】
なまりおんせん

伝承600有余年、開湯から紡いできたおもてな
しの心をそのままに、和の洗練と洋の上質が融
合した NEO RYOKAN STYLE という新しい
カタチで寛ぎの時を過ごせます。

鉛温泉
〒025-0252 岩手県花巻市鉛字中平75-1
TEL.0198-29-6222
URL http://www.13gatsu.jp/

【十三月】
なまりおんせん



季節の花 と々旬を感じる料理やもてなしが女性を中心に人気です。広く開放的な露天風
呂や、不老長寿に効能があるともいわれる翡翠風呂があります。

近代的な大型ホテル。20種類ものお風呂はいず
れも異なった趣向で、25メートルの大浴場のほかヒ
ノキ風呂、露天風呂などさまざま。お風呂のはしご
をどうぞ。

志戸平温泉

〒025-0244 岩手県花巻市湯口字志戸平27-1
TEL.0198-25-2011
URL http://www.shidotaira.co.jp/

【湯の杜  ホテル志戸平】

1200年前、征夷大将軍坂上田村麻呂が傷を
癒したとの伝説が残る名湯。宮沢賢治は少年の
頃から父親とともに訪れ、教師時代には生徒も
連れてきました。高村光太郎にも「本当の温泉の
味がする」と愛されました。

大沢温泉
〒025-0244 岩手県花巻市湯口字大沢181
TEL.0198-25-2021（代表）
URL http://www.oosawaonsen.com/

【山水閣・菊水舘・湯治屋】

鉛温泉

豊沢湖

豊
沢
川

瀬
川

新鉛温泉

←至沢内

至
花
巻
IC
→

至市内→

至東和

△六郎山

大沢温泉

車両通行不可

花
巻
温
泉

渡り温泉

金矢温泉

台温泉

釡淵の滝

志戸平温泉

鉛
温
泉
ス
キ
ー
場

山の神温泉

松倉温泉 12

123

37

→

　
　
　
沢
川
中
流
に
あ
る
温
泉
も

　
　
　
個
性
豊
か
な
と
こ
ろ
ば
か

り
で
す
。

　「
山
の
神
温
泉
」の
お
湯
は
と
ろ

り
と
し
て
お
り
、花
巻
温
泉
郷
で

も
め
ず
ら
し
い
泉
質
。宮
大
工
が

手
が
け
た
と
い
う
建
築
は
、細
部
に

ま
で
こ
だ
わ
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　「
志
戸
平
温
泉
」は
今
か
ら
１
２

０
０
年
も
前
の
平
安
時
代
、征
夷

大
将
軍
坂
上
田
村
麻
呂
が
発
見

し
た
と
伝
わ
る
温
泉
の
ひ
と
つ
。３

つ
の
源
泉
と
20
種
類
の
お
風
呂
、合

わ
せ
て
６
０
５
坪
と
い
う
広
さ
は

岩
手
県
ナ
ン
バー
１
を
誇
り
ま
す
。

　
同
じ
く
坂
上
田
村
麻
呂
の
開
湯

伝
説
が
残
る「
大
沢
温
泉
」は
、
江

戸
時
代
に
は
南
部
藩
主
が
訪
れ
て

豊
い
ま
す
。
ま
た
、
宮
沢
賢
治
や
芸

術
家
の
高
村
光
太
郎
も
よ
く
利
用

し
た
名
湯
で
す
。
豊
沢
川
沿
い
に

２
つ
の
旅
館
と
昔
な
が
ら
の
自
炊

部
が
あ
り
、
特
に
自
炊
部
の
ひ
な

び
た
た
た
ず
ま
い
は
温
泉
情
緒
たっ

ぷ
り
。
川
沿
い
の
混
浴
露
天
風
呂
・

大
沢
の
湯
が
名
物
で
す
。

　「
渡
り
温
泉
」は
季
節
の
花
々
や

翡
翠
風
呂
な
ど
、
女
性
に
や
さ
し

い
お
も
て
な
し
の
宿
と
し
て
人
気

の
宿
で
す
。

趣の異なる4種の温泉はすべて源泉掛け流しで驚く
ほどとろりとした肌触り。花巻温泉郷最大級の露天
風呂で大自然に癒されながらゆったりとした時間を過
ごせます。

山の神温泉
〒025-0253 岩手県花巻市下シ沢字中野53-1
TEL.0198-38-5526
URL http://www.yuukaen.jp/yuukaen/

【優香苑】

しどたいらおんせん

開湯から１2００年以上を数える名湯。客室28室に
は全て渓流を望むように露天風呂が配されており、
贅沢な大人の時間が楽しめます。

志戸平温泉

〒025-0244
岩手県花巻市湯口字志戸平11-2
TEL.0198-25-3939
URL http://www.shidate.jp/

【游泉  志だて】

しどたいらおんせん

やまのかみおんせんおおさわおんせん

豊沢川のせせらぎと大沢山の木々の木洩れ日が、
やさしくふりそそぐ露天風呂が自慢です。泉質は、
美肌効果が高いと評判のアルカリ性単純泉です。

松倉温泉
〒025-0244　岩手県花巻市湯口松原36-3
TEL.0198-38-1125
URL http://kazenotoki.jp/

【ガーデンリゾート 悠の湯 風の季】
まつくらおんせん

はるか ゆ かぜ とき
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金矢温泉
〒025-0321 岩手県花巻市金矢5-251-1 TEL.0198-27-2811
URL http://www.kanko-hanamaki.ne.jp/play/onsen/kanaya/gingapark/

広大な花巻広域公園内に位置しており、「万寿の湯」と呼ばれています。

【ホテル銀河パークはなまき】

渡り温泉

〒025-0244 岩手県花巻市湯口字佐野21-8　TEL.0198-25-2110
URL http://www.watarionsen.co.jp/

【ホテルさつき・別邸楓】

わたりおんせん

かなやおんせん



花巻温泉

岩手の山海の幸や地場の旬の食材を使った
料理の数々が評判の割烹旅館。客室は12部
屋とこぢんまりしており、ゆっくりと過ごせます。

【割烹旅館  廣美亭】

台温泉
〒025-0305 岩手県花巻市台2-75-5
TEL.0198-27-2150
URL http://www.daionsen-iwate.com/

昔ながらの温泉街の風情を色濃く残しています。川沿
いに建つ旅館の中には宮大工が建てた４層の純和
風建築なども。旅館、自炊、日帰りと宿のタイプもさまざ
まで、それぞれに効能が少しずつ違うといわれます。

【台温泉旅館組合】

花巻温泉
〒025-0304　岩手県花巻市湯本
TEL.0198-37-2111（代表）
URL http://www.hanamakionsen.co.jp/
【 佳　松　園 】 TEL.0198-37-2170
【ホテル千秋閣】 TEL.0198-37-2150
【ホテル花　巻】 TEL.0198-37-2180
【ホテル紅葉館】 TEL.0198-37-2140

日本情緒と風格漂う「佳松園」はじめ「ホテ
ル千秋閣」「ホテル花巻」「ホテル紅葉館」
の４館があります。贅を凝らした露天風呂の
ほか、岩盤浴やアロマエステ、アミューズメン
トも充実。県内観光の拠点です。

佳松園の露天風呂は、まるで外界と繋がっているような開放感。つ
るつるとしたお湯は神経痛や筋肉痛、美肌に効果があるといわれて
います。宿泊客はホテル千秋閣、ホテル紅葉館、ホテル花巻のそれ
ぞれのお風呂を自由に行き来できるのが魅力です。 　

　
　
治
の
作
品
に
も
登
場
す
る

　
　
　
景
勝
・
釡
淵
の
滝
も
近
い

台
川
沿
い
に
は「
台
温
泉
」と「
花

巻
温
泉
」が
あ
り
ま
す
。
上
流
に

あ
る
台
温
泉
は
、
や
は
り
坂
上
田

村
麻
呂
伝
説
が
残
る
温
泉
で
、
南

部
藩
主
も
訪
れ
た
地
。
台
川
沿
い

に
約
15
軒
の
湯
宿
が
寄
り
添
い
建

ち
並
ぶ
さ
ま
は
昔
な
が
ら
の
温
泉

街
で
、
今
も
十
数
カ
所
か
ら
源
泉

が
こ
ん
こ
ん
と
湧
き
出
て
い
ま
す
。

　
こ
の
台
温
泉
の
引
湯
か
ら
始
ま

り
、
今
や
東
北
を
代
表
す
る
温
泉

リ
ゾ
ー
ト
と
な
っ
た
の
が
花
巻
温
泉

で
す
。
現
在
は
連
絡
通
路
で
つ
な

が
る
３
軒
の
大
型
ホ
テ
ル
が
建
ち
、

広
大
な
敷
地
の
中
に
は
５
，０
０
０

坪
の
広
さ
を
も
つ
花
巻
温
泉
バ
ラ

園
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
ス
ケ
ー
ル

感
と
設
備
で
、
東
北
観
光
の
拠
点

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

バ
ラ
と
自
然
が
調
和
す
る

み
ち
の
く
の
名
湯

セ
カ
ン
ド
・
ツ
ア
�

温
泉
満
喫
の
旅
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はなまきおんせん

だいおんせん

はなまきおんせん

台温泉簡易郵便局
台温泉案内所

バラ園

は
な 

台
の
湯

吉
野
屋
旅
館

松
田
屋
旅
館

旅
館
か
ね
が
や

松
田
屋
別
館
水
上
旅
館

滝
の
湯
旅
館

観
光
荘

山
下
商
店

佳
松
園

ホ
テ
ル
紅
葉
館

ホ
テ
ル
花
巻

ホ
テ
ル
千
秋
閣

割
烹
旅
館
廣
美
亭

冨
手
旅
館

福
寿
館

そ
め
や
旅
館

そ
ば
処
か
み
や

日
帰
り
温
泉

精
華
の
湯

中
嶋
旅
館

や
ま
ゆ
り
の
宿

ホ
テ
ル
三
右
ェ
門

台
温
泉
神
社

羽
山
神
社

釜
淵
の
滝

藤
助
屋
旅
館

台温泉バス停留所

温泉旅館 　　　日帰り温泉

〒025-0304岩手県花巻市湯本1-88-1 
TEL.0198-27-2216
URL http://www.hiromitei.info/

9

「佳松園 露天風呂」



真の“味”な旅を体験
グ
ル
メ
な
食
い
し
ん
坊
さ
ん
、

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
。

こ
こ
花
巻
は
、
農
産
物
の
豊
富
さ
は
も
ち
ろ
ん

県
内
各
地
か
ら

選
り
す
ぐ
り
の
食
材
が
届
く
ま
ち
で
す
。

里
の
味
、
山
の
旬
、
海
の
幸
。

素
朴
な
郷
土
料
理
か
ら
斬
新
な
創
作
料
理
ま
で

オ
ー
ル
・
イ
ワ
テ
の
美
味
し
さ
、

ぜ
ひ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

サード・ツアー

　
　

 

の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
は
、
そ
の
土

　
　

 

地
な
ら
で
は
の
美
味
し
い
も
の
を

食
べ
る
こ
と
。
花
巻
市
が
位
置
す
る
北

上
川
流
域
は
県
内
有
数
の
穀
倉
地
帯
で

あ
り
、
米
は
も
ち
ろ
ん
野
菜
や
果
樹
の

栽
培
が
さ
か
ん
。
さ
ら
に
和
牛
や
豚
な

ど
の
畜
産
、
川
魚
や
山
菜
、
き
の
こ
な

ど
山
の
幸
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
豊
か
な
食
材
を
味
わ
え
る
の

が
市
内
の
料
理
店
や
ホ
テ
ル
な
ど
。温
泉

や
観
光
地
が
多
く
、
県
内
外
か
ら
数

多
く
の
お
客
様
を
お
迎
え
し
て
き
た
花

巻
で
は「
美
味
し
さ
」も
大
事
な
お
も
て

な
し
の
ひ
と
つ
。
創
意
工
夫
と
食
材
の

持
ち
味
を
活
か
し
た
花
巻
の
味
、
き
っ

と
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　およそ380年前、花巻を訪れたお殿様を小さなおわんに盛った
おそばでもてなした事が始まりと言われるわんこそば。おもてなしの
心が生み出した花巻を代表する郷土料理です。恒例の「わんこそ
ば全日本大会」では5分間に何杯食べられるかを競います。ちなみ
にわんこ10杯でかけそばおよそ１杯分といわれます。

宿
で
、
お
店
で
、

食
事
処
で

や
さ
し
い
味
に
出
会
う

おもてなしの心、わんこそば

1112

旅

花巻でわんこそばが楽しめるお店
嘉司屋 TEL.0198-22-3322
やぶ屋総本店 TEL.0198-24-1011
金婚亭 TEL.0198-26-4982
山猫軒駅前店 TEL.0198-31-2013



花
巻
旅
遊
源

高
村
光
太
郎
記
念
館

平
成
２７
年
４
月
に
リ
ニュー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
。全
国
で
唯一、芸
術
家

高
村
光
太
郎
の
彫
刻「
手
」、詩

「
非
情
の
時
」な
ど
の
作
品
や
資

料
を
展
示
し
た
施
設
。光
太
郎

が
晩
年
を
過
ご
し
た
高
村
山
荘

に
隣
接
し
て
い
ま
す
。

早
池
峰
山

北
上
高
地
の
最
高
峰
。
特
別
天

然
記
念
物
指
定
の
ハ
ヤ
チ
ネ
ウ

スユ
キ
ソ
ウ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
高

山
植
物
の
宝
庫
と
し
て
知
ら
れ
、

多
く
の
登
山
客
が
訪
れ
ま
す
。

釡
淵
の
滝

高
さ
約
8.5
m
、
幅
約
25
m
に
わ

たって
丸
く
盛
り
上
がっ
た
岩
床

の
表
面
を
滑
り
落
ち
る
水
が
美

し
い
滝
。
宮
沢
賢
治
の
作
品「
台

川
」に
も
登
場
し
ま
す
。

早
池
峰
神
楽

早
池
峰
山
信
仰
が
起
源
と
さ
れ
、

発
祥
は
５
０
０
年
以
上
前
と
も
。

大
償（
お
お
つ
ぐ
な
い
）と
岳（
た

け
）の
２
つ
の
神
楽
座
が
伝
統
を

守
り
続
け
て
い
ま
す
。

hanamaki tabi zukan 1314

田
瀬
湖

猿
ヶ
石
川
を
せ
き
止
め
て
作
ら

れ
た
、
周
囲
45
㎞
の
巨
大
な
ダ

ム
湖
。
淡
水
魚
の
宝
庫
と
し
て

も
知
ら
れ
、
夏
に
は
カ
ヌ
ー
や

ヨッ
ト
な
ど
も
楽
し
め
ま
す
。

花
巻
新
渡
戸
記
念
館

新
渡
戸
稲
造
の
先
祖
で
あ
り
、

地
域
の
発
展
に
取
り
組
ん
だ
新

渡
戸
氏
の
歴
史
と
功
績
を
紹
介
。

稲
造
の
名
著「
武
士
道
」の
展
示

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

萬
鉄
五
郎
記
念
美
術
館

平
成
２７
年
４
月
に
リ
ニュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
。
日
本
の
近
代
美
術
の

先
駆
者
で
あ
る
画
家
・
萬
鉄
五

郎
の
作
品
ほ
か
数
多
く
の
資
料
も

展
示
。
彼
の
生
地
で
あ
る
土
沢
を

一望
す
る
高
台
に
建
って
い
ま
す
。

偉
人

自
然

芸
能

三
酒

食

花
巻
ま
つ
り

４
2
０
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る

花
巻
ま
つ
り
は
、
豪
華
絢
爛
な

風
流
山
車
の
ほ
か
、展
示
台
数

ギ
ネ
ス
認
定
の
神
輿
、
様
々
な

伝
統
芸
能
な
ど
、
必
見
で
す
。

わ
ん
こ
そ
ば
全
日
本
大
会

制
限
時
間
内
に
椀
に
入
っ
た
そ

ば
を
何
杯
食
べ
る
か
を
競
う
も

の
で
、毎
年
２
月
11
日
に
開
催
さ

れ
ま
す
。全
国
か
ら
胃
袋
自
慢

が
集
い
、一
番
食
べ
た
人
が
横
綱

に
な
り
ま
す
。

た
ろ
し
滝
測
定
会

葛
丸
川
の
上
流
に
あ
る
た
ろ
し
滝
、

注
ぐ
沢
水
は
真
冬
に
凍
り
付
い
て

大
氷
柱
に
な
り
ま
す
。昔
か
ら
こ

の
地
域
で
は
氷
柱
の
太
さ
で
そ
の

年
の
作
柄
を
占
って
き
ま
し
た
。

宿
場
の
雛
ま
つ
り

江
戸
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
る

古
今
雛
や
享
保
雛
が
数
多
く

残
る
大
迫
の
中
心
街
で
、ひ
な
飾

り
を
見
て
歩
く
昔
な
が
ら
の
風

習
を
復
活
さ
せ
た
お
祭
り
で
す
。

毘
沙
門
ま
つ
り

全
国
泣
き
相
撲
大
会

成
島
三
熊
野
神
社
に
古
く
か
ら

伝
わ
り
、
６
ヶ
月
か
ら
１
歳
半

の
子
ど
も
た
ち
が
親
方
に
抱
か

れ
に
ら
め
っこ
。
先
に
泣
い
た
方

が
負
け
と
い
う
ユニ
ー
ク
な
神
事

で
す
。

花
巻
温
泉
バ
ラ
ま
つ
り

北
東
北
有
数
規
模
の
バ
ラ
園
で
、

世
界
の
バ
ラ
が
約
６
，０
０
０
株

咲
き
誇
り
、
６
月
上
旬
か
ら
が

見
頃
で
す
。

田
瀬
湖
湖
水
ま
つ
り

夏
の
始
ま
り
を
告
げ
る
恒
例
の

祭
り
で
、
広
大
な
田
瀬
湖
の
湖

面
に
映
る
水
中
花
火
の
美
し
さ

は
格
別
で
す
。
自
分
だ
け
の
記

念
花
火
も
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。

花
火

光
と
音
の
ペ
ー
ジ
ェン
ト

宮
沢
賢
治
の
精
神
を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
よ
う
と
始
ま
った
夏
の

イ
ベン
ト
。北
上
川
河
川
敷
で
の

花
火
大
会
ほ
か
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

イ
ベン
ト
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。

石
鳥
谷
夢
ま
つ
り

子
ど
も
達
に
花
火
を
見
せ
た
い

と
、
地
域
の
人
々
が
始
め
た
手

づ
く
り
の
祭
り
。
花
火
大
会
を

中
心
に
夢
行
灯
や
松
明
演
出
、

屋
台
村
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。

鹿
踊

千
年
余
り
前
に
鹿
の

供
養
の
た
め
生
ま
れ

た
と
伝
わ
る
舞
。本
物

の
鹿
の
角
を
立
て
た
し

し
頭
を
付
け
、太
鼓
を

叩
き
な
が
ら
躍
動
す

る
さ
ま
は
勇
壮
で
美

し
い
と
評
判
で
す
。

地
酒

日
本
三
大
杜
氏
の一つ
、南
部
杜
氏

の
ふ
る
さ
と
が
花
巻
市
石
鳥
谷
地

区
。現
在
、全
国
約
3
0
0
余
り
の

酒
蔵
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。も
ち
ろ

ん
地
元
に
も
、そ
の
技
と
心
は
銘
酒

と
なって
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

ワ
イ
ン

フ
ラ
ン
ス
の
ボ
ル
ド
ー
地
方
に
似

た
気
候
が
産
ん
だ
ぶ
ど
う
の
産

地
大
迫
地
区
で
、40
年
余
り
前
か

ら
取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
が
ワ
イ

ン
造
り
。国
内
外
の
ワ
イ
ンコン
ク

ー
ル
で
入
賞
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

ひ
え
焼
酎

雑
穀
生
産
量
日
本一の
花
巻
。
そ

の
雑
穀
の
中
で
も
食
物
繊
維
が

白
米
の
約
８
倍
も
あ
る
ヒエ
を
原

料
に
し
た
焼
酎
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
香
り
は
控
え
め
で
甘
く

て
ク
セ
が
な
いの
が
特
徴
で
す
。

あ
ん
ど
ん
ま
つ
り

江
戸
時
代
に
始
ま
っ
た
盆
の
行

事
。
武
者
絵
や
歌
舞
伎
の
場
面
、

仏
画
を
描
い
た
大
き
な
あ
ん
ど

ん
山
車
が
４
台
出
て
、
町
の
中

を
練
り
歩
き
ま
す
。

金
婚
漬

ウ
リ
の
中
に
ニン
ジ
ン
な
ど
を
コン

ブ
巻
き
に
し
て
詰
め
た
、花
巻
を

代
表
す
る
お
漬
物
。輪
切
り
に

す
る
と
渋
い
色
合
い
の
中
に
ニン

ジ
ン
の
赤
が
鮮
や
か
で
す
。

ひ
え
カ
レ
ー

花
巻
は「
ひ
え
」の
生
産
量
が
日

本
一。小
麦
粉
の
代
わ
り
に「
ひ

え
粉
」を
使
い
、乳
、大
豆
、畜
肉

エ
キ
ス
、動
物
油
脂
を
使
用
し
な

い
健
康
志
向
の
カ
レ
ー
ル
ー
で
作

った「
花
巻
ひ
え
カ
レ
ー
」は
美
味
。

白
金
豚

宮
沢
賢
治
の
作
品「
ブ
ラ
ン
ド
ン

農
学
校
の
豚
」か
ら
ネ
ー
ミ
ン
グ

さ
れ
た
、
花
巻
の
誇
る
ブ
ラ
ン

ド
豚
。
肉
質
は
し
っ
か
り
、
脂

は
と
ろ
け
る
よ
う
な
美
味
し
さ
。

℡
0
1
9
8（
4
2
）4
4
0
2

■住 

花
巻
市
東
和
町
土
沢
5
区
1
3
5

℡
0
1
9
8（
2
8
）3
0
1
2

■住 

花
巻
市
太
田
3‐85‐1

℡
0
1
9
8（
3
1
）2
1
2
0

■住 

花
巻
市
高
松
9‐21

■催 

7
月
下
旬
〜
8
月
上
旬
の
土
曜
日

■催 

8
月
13
日

■催 

8
月
下
旬

■催 

２
月
１１
日

■催 

2
月
下
旬
〜
3
月
上
旬

■催 

8
月
１4
日・１6
日

■催 

5
月
上
旬

■催 

２
月
１１
日

■催 

9
月
第
2
土
曜
日
を
中
日
と
す
る

金
・
土
・
日
曜
日

■催 

6
月
上
旬
〜
7
月
上
旬

こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
ほ
か
に
も
花
巻
の
魅
力
は
多
数
。

あ
な
た
の
旅
行
プ
ラ
ン
の
ヒ
ン
ト
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

大
償
神
楽
舞
初
め 

 

1
月
2
日

岳
神
楽
舞
初
め 

 

1
月
3
日

大
償
神
楽
春
の
舞 

 

4
月
下
旬

早
池
峰
神
社
例
大
祭
宵
宮 

 7
月
31
日 

早
池
峰
神
社
例
大
祭 

 
8
月
1
日

大
償
神
社
例
大
祭 

 

9
月
中
旬

岳
神
楽
舞
納
め 

 

12
月
17
日

大
償
神
楽
舞
納
め 

 

12
月
第
3
日
曜
日

石鳥谷夢まつり

お
ま
つ
り

花巻まつり

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

大償神楽 岳神楽



み
ず
さ
わ

み
ず
さ
わ

あ
お
も
り

ご
し
ょ
が
わ
ら

おおまがり

よこて

きたかみ

とおの

みずさわえさし

いちのせき

しんはなまき

つちざわ

も
り
お
か

も
り
お
か

くじ

か
ま
い
し

け
せ
ん
ぬ
ま

り
く
ぜ
ん
た
か
た

おおふなと

みさわ

のへじ

お
お
み
な
とみ

ん
ま
や

いまべつ

ひろさき

おおだて

かづのはなわ

こうま

にのへ

た
ざ
わ
こ

かくのだて

はちのへ

めとき

いわてぬまくない

みやこ

はなまき

はなまきくうこう
いしどりや

東北新幹線

IGRいわて銀河鉄道

東北新幹線

JR東北本線

秋田新幹線
JR田沢湖線

JR北上線

JR山田線

JR山田線
宮古～釜石間運休中

三陸鉄道北リアス線

三陸鉄道南リアス線

JR大船渡線

青森

大鰐弘前IC

横手IC

湯沢IC

湯田IC

東和IC

宮守IC北上西IC

盛岡IC

滝沢IC

西根IC

松尾八幡平IC

十和田南.C

鹿角八幡平IC

盛岡南IC

紫波IC

八戸IC

下田百石IC

花巻IC

花巻南IC

北上江釣子IC

北上金ヶ崎IC

水沢IC

平泉前沢IC

一関IC

北上JCT

花巻JCT

安代JCT

一戸IC

九戸IC

軽米IC

八戸JCT

安
代
IC

安
代
IC

浄
法
寺
IC

花巻空港IC

東北自動車道

平泉
（世界遺産）

●橋野鉄鉱山・高炉跡
（世界遺産）

遠野

釜石

八戸自動車道

釜石自動車道

釜石自動車道
H30年全線開通予定

秋田自動車道

東北自動車道

JR釜石線

青森県

宮城県

青森県

岩手県

花巻市

三沢空港

青森空港

大館能代空港

いわて花巻空港

長野

名古屋大阪 福島

仙台

盛岡秋田

山形
新潟

新青森

札幌

八戸

花巻

福岡

東京

北陸新幹線

秋田新幹線

いわて花巻空港

金沢 富山

（一社）花巻観光協会
〒025-0004 岩手県花巻市葛3-183-1
TEL 0198-29-4522　FAX 0198-29-4447
E-mail  kero@kanko-hanamaki.ne.jp

花巻観光センター（新花巻駅） TEL＆FAX 0198-31-2244
花巻観光案内所（花巻駅） TEL＆FAX 0198-24-1931
大迫観光案内所（早池峰と賢治の展示館内） TEL 0198-48-2070
石鳥谷観光案内所（道の駅石鳥谷） TEL 0198-45-6868  FAX 0198-45-6860
東和観光案内所（道の駅とうわ） TEL＆FAX 0198-42-3006
東和観光案内所（佐々長醸造㈱内） TEL 0198-42-2311  FAX 0198-42-2204

 URL http://www.kanko-hanamaki.ne.jp/

高速道路
●東北自動車道
　川　口  JCT  ⇔ 花巻南IC 約5時間
　青　　森IC  ⇔ 花巻南IC 約2時間20分
　仙台宮城IC  ⇔ 花巻南IC 約1時間30分
●秋田自動車道
　秋田中央IC  ⇔ 花巻南IC 1時間40分
●釜石自動車道
　東　　和IC  ⇔ 花巻南IC 約12分
　花巻空港IC  ⇔ 花巻南IC 約6分
　宮　　守IC  ⇔ 花巻南IC 約30分

鉄  道  
●東北新幹線　東 京 駅⇔新花巻駅 約2時間35分
　　　　　　　仙 台 駅⇔新花巻駅 約1時間
　　　　　　　新青森駅⇔新花巻駅 約1時間30分
　　　　　　　盛 岡 駅⇔新花巻駅 12分
●秋田新幹線　秋 田 駅⇔新花巻駅 約1時間55分
●東北本線　盛 岡 駅⇔花 巻 駅  約40分

夜行高速バス 
●イーハトーブ号 池袋駅⇔花巻駅 約8時間10分
●盛岡・横浜線 横浜駅⇔花巻駅 約7時間
●遠野・釜石号 池袋駅⇔新花巻駅 約7時間20分

飛行機 
●札幌（新千歳） ⇔いわて花巻空港 55分
●大阪（伊　 丹） ⇔いわて花巻空港 1時間30分
●福　　　  岡 ⇔いわて花巻空港 2時間10分
●名古屋（小牧） ⇔いわて花巻空港 1時間15分
※いわて花巻空港から新花巻駅までタクシーで10分

A c c e s s  I n f o r m a t i o n

平成28年2月発行
※掲載データは平成28年2月現在のものです。


